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大分県消費生活・男女共同参画プラザ《アイネス》  
 

平成２６年度上半期消費生活相談の概要（４月～９月） 

１  相談件数の動向 
平成２６年度（４月～９月）に消費生活・男女共同参画プラザ≪アイネス≫が受け付

けた消費生活相談件数は１，９１７件で、前年度同期比５．７％(１１６件）減となっ

た。そのうち苦情相談は１，８０４件（全体の９４．１％）で、「デジタルコンテンツ」

（インターネットでのサイト関連のトラブル）に関する相談が最も多く、商品（サービ

ス）が特定できない「商品一般」が２番目に多くなっている。「サラ金・ヤミ金」（多

重債務等）の相談は減少しているものの、依然として３番目に多い。 

 
 
２  苦情相談の契約当事者の構成 
  居住地別では、大分市が全体の４１．７％と最も多く、続いて別府市１２．５％、中

津市５．５％、佐伯市４．６％、日田市が３．８％となっている。 
   性別では、男性４４．２％(７９８件)、女性４９．７％(８９６件)、その他(団体・不

明）が６．１％(１１０件)となっている。 
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  年代別では、７０歳以上が２１．３％（３８５件）で最も多く、６０歳代１６．６％、

４０歳代１２．６％の順となっている。 
  契約当事者と相談者の関係を年代別にみると、契約当事者本人からの相談は、２０歳

未満が１４．３％と極端に低く、２０歳代が６３．７％、７０歳以上が６８．３％とな

っている。 

 

 
 
３ 商品・役務（サービス）ごとにみた苦情相談の状況 

インターネットを通じての情報提供サービス<デジタルコンテンツ>に関する相談が

最も多く、昨年度同期に急増した〈健康食品〉は６番目となった。（表３－１） 
性別でみると、男性は昨年度同様<デジタルコンテンツ>が最も多く、次いで<サラ金

・ヤミ金〉となっている。女性も、今年度は<デジタルコンテンツ>が最も多く、<商品

一般>が２番目に多い。（表３－２） 
年代別では、６０歳代までは、<デジタルコンテンツ>が最も多く、７０歳以上では、

<健康食品>が最も多い。（表３－３） 
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表２　年代別契約当事者本人・本人以外別苦情相談件数

年　　代 総　　数 相談件数
総数に占める

割合(％)
相談件数

総数に占める
割合(％)

２ ０ 歳 未 満 49 7 14.3 41 83.7

２ ０ 歳 代 102 65 63.7 37 36.3

３ ０ 歳 代 148 125 84.5 23 15.5

４ ０ 歳 代 227 200 88.1 27 11.9

５ ０ 歳 代 212 195 92.0 17 8.0

６ ０ 歳 代 300 277 92.3 23 7.7

７ ０ 歳 以 上 385 263 68.3 121 31.4

団 体 ・ 不 明 381 225 59.1 156 40.9

合　　計 1,804 1,357 75.2 445 24.7

契約当事者 本人からの相談
本人以外(家族・知人等)

か ら の 相 談
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表３－１　年度別苦情相談の多い商品・役務

商品・役務 件数 商品・役務 件数

1  デジタルコンテンツ 250  デジタルコンテンツ 328

2 健康食品 187 商品一般 92

3 サラ金・ヤミ金 92 サラ金・ヤミ金 80

4 商品一般 80 借家・アパート 65

5 借家・アパート 62 工事・建築 62

6 工事・建築 58 健康食品 56

7 新聞 47 インターネット通信サービス 40

7 インターネット通信サービス 41 新聞 40

9 四輪自動車 40 役務その他サービス 35

10 修理・補修 36 固定電話サービス 34

２５年度（上半期） ２６年度（上半期）
順位

表３－２　性別にみた苦情相談の多い商品・役務

順位 男         性 件数 順位 女        性 件数

1  デジタルコンテンツ 194 1 デジタルコンテンツ 129

2 サラ金・ヤミ金 53 2 商品一般 48

3 商品一般 38 3 健康食品 43

4 借家･アパート 31 4 工事・建築 30

5 工事・建築 29 4 借家･アパート 30

6 インターネット通信サービス 21 6 新聞 25

7 四輪自動車 17 7 サラ金・ヤミ金 22

8 他の金融関連サービス 16 7 ファンド型投資商品 22

9 固定電話サービス 14 9 役務その他サービス 21

10 ソーラーシステム 13 10 固定電話サービス 17

表３－３　年代別にみた苦情相談の多い商品・役務

順位

1
デジタル
コンテンツ

29
デジタル
コンテンツ

30
デジタル
コンテンツ

51
デジタル
コンテンツ

71
デジタル
コンテンツ

50
デジタル
コンテンツ

53 健康食品 35

2
テレビ放送
サービス

5 ｻﾗ金・ﾔﾐ金 7 ｻﾗ金・ﾔﾐ金 11 ｻﾗ金・ﾔﾐ金 16 ｻﾗ金・ﾔﾐ金 12 商品一般 14 商品一般 25

3 借家･ｱﾊﾟｰﾄ 7 借家･ｱﾊﾟｰﾄ 9
インターネット
通信サービス

12 商品一般 10 新聞 11
デジタルコン
テンツ

24

4 商品一般 6 四輪自動車 6 借家･ｱﾊﾟｰﾄ 10 工事・建築 6
ファンド型投
資商品

8 工事・建築 19

5
インターネット
通信サービス

4
インターネット
通信サービス

4 商品一般 8 四輪自動車 6 健康食品 8
役務その他
サービス

18

6 ふとん類 3 健康食品 3 相談その他 6 借家･ｱﾊﾟｰﾄ 4 工事・建築 8
固定電話サー
ビス

17

7
エステサービ
ス

3 商品一般 3 工事・建築 6 化粧品 7
ファンド型投
資商品

16

8 医療サービス 3 四輪自動車 6
携帯電話サー
ビス

7 新聞 12

9
結婚相手紹介
サービス

3 教室・講座 5 飲料 11

10
他の金融関連
サービス

9

７０歳以上２０歳未満 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ６０歳代５０歳代
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４  販売購入形態ごとにみた苦情相談の状況 
販売購入形態別では、昨年度より、通信販売に関する相談が増加し、電話勧誘販売に

関する相談は減少した。年代別でみると、電話勧誘販売に関する相談の５４．８％、訪

問販売に関する相談の３５．９％が７０歳代以上で、高い割合となっている。通信販売

に関する相談は３０歳代以上の全ての年代で、昨年度より増加した。 

 

 

 

表４－１　販売購入形態ごとの苦情相談件数

相談件数 比率（％） 相談件数 比率（％）

576 30.2 527 29.2 △ 49

訪 問 販 売 204 10.7 209 11.6 5

通 信 販 売 462 24.2 528 29.3 66

ﾏ ﾙ ﾁ ･ ﾏ ﾙ ﾁま が い 取 引 40 2.1 20 1.1 △ 20

電 話 勧 誘 販 売 300 15.7 199 11.0 △ 101

ネガティブオプション 5 0.3 3 0.2 △ 2

訪 問 購 入 6 0.3 12 0.7 6

そ の 他 無 店 舗 販 売 16 0.8 17 0.9 1

298 15.6 289 16.0 △ 9

1,907 100.0 1,804 100.0 △ 103

２５年度（上半期） ２６年度（上半期）
増　減

計

店 舗 販 売

区　　　分

不 明 ･ 無 関 係

店
舗
外
販
売

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 団体･不明 計

4 30 47 64 71 85 80 146 527

訪 問 販 売 6 11 5 12 16 37 75 47 209

通 信 販 売 37 42 83 96 78 78 52 62 528

ﾏ ﾙ ﾁ ･ ﾏ ﾙ ﾁ ま がい 取引 0 4 2 1 4 4 3 2 20

電 話 勧 誘 販 売 1 2 3 18 13 32 109 21 199

ネガティ ブオ プシ ョン 0 0 0 0 0 0 1 2 3

訪 問 購 入 0 0 0 0 2 8 2 0 12

そ の 他 無 店 舗 販 売 0 0 0 1 1 5 7 3 17

1 13 8 35 27 51 56 98 289

49 102 148 227 212 300 385 381 1,804

表 ４－２　　販売購入形態別・年代別苦情相談件数

計

店
舗
外
販
売

区　分

店 舗 販 売

不 明 ･ 無 関 係
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